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去
る
二
月
十
三
日
、
名

古
屋
の
東
急
ホ
テ
ル
に

て
、
昨
年
、
旭
日
双
光
章

を
大
谷
親
雄
前
理
事
長
、

旭
日
単
光
章
を
太
田
充
則

元
副
理
事
長
、
藍
綬
褒
章

を
犬
飼
紀
邦
理
事
長
が
そ

れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
た
お
祝

い
の
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
一
六
〇
人

が
参
列
さ
れ
、
会
場
は
終

始
お
祝
い
ム
ー
ド
で
、
受

章
さ
れ
た
御
三
方
の
奥
様

も
艶
や
か
な
着
物
姿
で
同

席
さ
れ
、
日
頃
の
夫
婦
仲

睦
ま
じ
さ
が
伝
わ
り
ま
し

た
。

　
発
起
人
で
あ
る
高
須
副

理
事
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
全
連
の
浅
野
会
長
は

じ
め
、
各
方
面
の
来
賓
の

方
の
お
祝
い
の
言
葉
、
そ

し
て
三
人
が
お
礼
の
言
葉

を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
。

　
過
去
の
苦
労
話
、
組
合

に
対
す
る
感
謝
、
さ
ら
に

は
奥
様
へ
の
労
い
の
言
葉

を
話
さ
れ
て
、
参
列
し
た

人
の
中
で
は
涙
ぐ
む
方
も

見
え
ま
し
た
。

　
一
年
に
同
じ
団
体
か
ら

三
人
も
同
時
に
受
章
す
る

の
は
異
例
な
こ
と
で
、
こ

れ
も
ま
た
皆
さ
ん
の
組
合

活
動
の
尽
力
の
賜
物
だ
と

思
い
ま
す
。

　
祝
宴
の
中
で
も
各
テ
ー

ブ
ル
を
回
る
姿
が
そ
れ
を

象
徴
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
横
井
副
理
事
長

が
三
本
締
め
で
お
開
き
。

お
見
送
り
す
る
三
ご
夫
妻

の
幸
せ
そ
う
な
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

　
改
め
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
(

編
集
部
　
佐
藤
守
弘)

受章の皆様

大谷前理事長

発起人代表　高須副理事長 浅野全連会長

和やかな会場 横井副理事長の三本締め

叙
勲
・
褒
章
を
祝
う
会
開
催

お問い
合わせ

こ
だ
わ
り
の
味
を

　
　お
届
け
し
ま
す

瞬
間
凍
結
す
り
お
ろ
し
製
法
で

わ
さ
び
の
風
味
・
辛
味
を
パ
ッ
ク
！

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
と

本
わ
さ
び
の
風
味
が
楽
し
め
ま
す
。

TEL.052-682-1880名古屋支店

YKB-250 NET 250g×10 個×2Ｂ RO-1 NET 200g×5個×6Ｂ

愛知県すし商生活衛生同業組様　愛知すし商新聞広告　115×65
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新
年
一
月
二
十
一
日

（
火
）
二
十
二
日
（
水
）

と
恒
例
の
新
春
懇
親
会
を

第
八
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹
事
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
約
三
十
名
。

元
来
の
予
定
よ
り
一
週
間

延
び
ま
し
た
が
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
が
あ
り
、
七
年

ぶ
り
の
バ
ス
で
の
移
動
。

道
中
も
和
や
か
な
雰
囲
気

で
し
た
。

　
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
京
都
宮

津
リ
ゾ
ー
ト
で
持
ち
出
し

理
事
会
の
後
、
経
営
講
習

会
。
今
回
は
イ
タ
リ
ア
ン

リ
ス
ト
ラ
ン
テ
の
オ
ー
ナ

ー
、
林
哲
氏
を
迎
え
昨
今

の
世
界
に
お
け
る
「
寿
司

事
情
」。
さ
ら
に
は
外
国

人
労
働
者
の
可
能
性
、
こ

れ
か
ら
の
寿
司
店
の
可
能

性
な
ど
を
ご
教
授
い
た
だ

き
、
大
変
勉
強
に
な
る
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
は
天
の
橋
立
を
中

心
に
観
光
。
大
変
い
い
天

気
に
恵
ま
れ
て
素
晴
ら
し

い
景
色
を
堪
能
。
同
時
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光
客

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

前
日
の
講
習
会
の
外
国
人

労
働
者
の
話
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　
終
始
、
和
や
か
で
笑
い

絶
え
な
い
新
春
懇
親
会
で

良
き
時
間
を
過
ご
せ
た
と

思
い
ま
す
。
幹
事
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
次
回

の
幹
事
さ
ん
、
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

�

（
編
集
部
　
佐
藤
守
弘
）

　
全
国
す
し
連
は
「
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
の
す
し

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
続
編
と

し
て
、
二
十
二
年
前
「
す

し
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
へ
の
道

―
あ
な
た
の
店
を
つ
ぶ
さ

な
い
為
に
―
」
と
い
う
冊

子
を
全
国
の
す
し
店
に
配

布
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
は
そ
の
内
容
の
一

部
を
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
筆
者
は
、
大
塚
徹
先

生
で
す
。

　
先
生
は
す
し
の
大
フ
ァ

ン
で
、
す
し
店
が
崩
壊
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

の
を
、
黙
っ
て
い
ら
れ
ず
、

言
葉
も
最
高
に
き
つ
く
な

っ
た
の
を
お
許
し
願
い
た

い
と
前
置
き
さ
れ
た
う

え
、
次
の
様
に
書
い
て
い

ま
す
。

　
こ
の
世
界
は
「
敵
者
生

存
」
最
も
必
要
と
さ
れ
る

も
の
だ
け
が
、
生
き
残
る

の
で
す
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
寿
司
は
必
要
だ
が
、

す
し
店
は
必
要
と
さ
れ
な

く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
そ
し
て
、
す
し
屋
衰
退

の
要
因
に
つ
い
て
。

①�

す
し
屋
の
オ
ヤ
ジ
の
人

間
性

（
粋
と
い
う
よ
り
、
危
険

な
人
間
を
思
わ
せ
る
）

②�

料
金
の
不
透
明

③�

従
業
員
教
育
の
低
さ

④�
時
代
の
変
化
に
鈍
感

（
女
性
へ
の
対
応
遅
れ
、

メ
ニ
ュ
ー
の
陳
腐
化
店
舗

デ
ザ
イ
ン
の
古
臭
さ
等
）

⑤�

経
営
力
、
営
業
力
の
幼

稚
さ

一
言
で
言
う
な
ら

「
勉
強
不
足
」

「
世
間
知
ら
ず
」

に
繁
栄
な
し
と
書
い
て
ま

す
。

　
ヒ
マ
だ
、
儲
か
ら
な
い

と
い
う
店
に
は
、
必
ず
そ

れ
な
り
の
「
悪
い
要
因
」

が
あ
る
の
だ
。

　
あ
の
店
は
高
い
（
価
値

が
低
い
）。
怖
い
。
不
真

面
目
だ
。
汚
い
。
や
る
気

が
な
い
。
美
味
し
く
な
い
。

客
層
が
悪
い
。
ネ
タ
が
悪

い
。
感
じ
悪
い
。
夫
婦
仲

が
悪
い
。
努
力
し
な
い
。

　
な
ど
と
い
う
事
が
、
い

つ
の
間
に
か
世
間
に
伝
わ

り
、
巷
の
噂
と
し
て
さ
さ

や
か
れ
、
お
客
様
か
ら
見

捨
て
ら
れ
て
い
く
の
で

す
。

　
い
く
つ
心
当
た
り
が
あ

り
ま
す
か
？

　
問
題
は
、
一
度
来
ら
れ

た
お
客
様
が
二
度
、
三
度

繰
り
返
し
来
て
く
れ
る
か

ら
ど
う
か
な
の
だ
。
そ
の

都
度
、
そ
の
都
度
、
ご
来

店
い
た
だ
い
た
お
客
様

に
、
満
足
し
て
い
た
だ
き
、

合
格
点
を
い
た
だ
く
以
外

に
繁
盛
も
繁
栄
も
な
い
の

で
す
。
だ
か
ら
「
経
営
商

売
に
お
け
る
、
最
大
最
悪

の
こ
す
と
は
、
お
客
様
を

失
う
こ
と
で
あ
る
」

　
そ
れ
で
は
お
客
様
を
失

わ
な
い
た
め
、
何
を
す
べ

き
か
。

　
こ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
ス
の

要
因
の
逆
で
あ
れ
ば
良
い

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
開
放
的
で
明
る
く
、
店

内
の
空
気
が
丸
く
て
優
し

い

●
オ
ー
ナ
ー
自
ら
が
勉
強

家
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス

が
高
い

●
メ
ニ
ュ
ー
に
工
夫
が
あ

り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

で
い
る

●
威
圧
感
が
な
く
、
気
軽

に
話
が
で
き
る

●
働
く
人
た
ち
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
よ
く
、
お
互
い

に
相
手
を
尊
重
し
、
交
わ

す
言
葉
も
丁
寧
で
安
心
感

が
漂
う

●
も
ち
ろ
ん
料
金
は
明
確

で
、
明
細
票
も
き
ち
ん
と

い
た
だ
け
る
。
第
一
、
専

門
用
語
を
い
わ
れ
る
意
味

不
明
な
「
符
丁
」
は
使
わ

な
い
の
が
嬉
し
い

●
全
く
す
し
に
対
す
る
知

識
が
な
く
と
も
丁
寧
に
易

し
く
教
え
て
く
れ
る
の
で

恥
を
か
か
ず
に
す
む

●
一
人
ひ
と
り
の
お
客
様

を
大
事
に
し
、
決
し
て
今

帰
っ
た
お
客
様
の
悪
口
な

ど
口
に
し
な
い

●
酒
を
勧
め
て
も
、
せ
い

ぜ
い
が
ほ
ん
の
一
口
程
度

し
か
口
に
せ
ず
、
も
っ
と

勧
め
よ
う
と
す
る
と
「
す

い
ま
せ
ん
、
手
元
が
狂
い

ま
す
の
で
…
」
と
丁
寧
に

辞
退
す
る
。
一
流
の
す
し

調
理
人
と
し
て
の
厳
し
い

プ
ロ
性
を
身
に
つ
け
て
お

り
、
マ
ナ
ー
の
良
さ
に
親

近
感
、
安
心
感
、
信
頼
を

抱
く

　
こ
の
様
な
「
愛
さ
れ
る

店
作
り
」
に
努
め
て
書
い

て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
「
企
業
は
人
な

り
」
で
あ
り
、「
ダ
メ
な

店
は
決
ま
っ
て
ダ
メ
な
人

が
経
営
し
て
い
る
」
も
の

で
あ
る
と
こ
の
章
を
締
め

く
く
っ
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
言
葉
で
す
が
受

け
入
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
大
塚
先
生
は
、
必
ず
読

ん
で
即
実
行
を
！
と
言
っ

て
い
ま
す
が
、
二
十
年
た

っ
た
今
、
私
が
ど
こ
ま
で

実
行
で
き
て
い
る
か
、
振

り
返
っ
て
見
た
も
の
の
、

多
く
の
こ
と
が
出
来
て
い

な
い
現
実
に
難
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
が
、「
ラ
イ

バ
ル
は
時
代
の
変
化
」
こ

の
言
葉
を
か
み
し
め
、
自

店
が
め
ざ
す
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
時

代
の
変
化
と
の
融
合
に
向

け
て
、
出
来
る
こ
と
を
一

つ
一
つ
実
行
し
。
地
域
に

溶
け
込
ん
だ
、
す
し
店
に

な
る
様
、
店
主
自
ら
が
努

め
る
以
外
に
、
場
末
の
す

し
店
は
生
き
残
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

プロの厨房に、プロの答えを！

〒455-0018 愛知県名古屋市港区港明二丁目
3番1号 みなとアクルスエネルギーセンター1階
TEL：052-653-7775 FAX：052-653-7791
(土曜･日曜･祝日を除く9時30分～17時)

令
和
七
年
新
春
懇
親
会
開
催

あ
な
た
の
店
を

　
　
　
　つ
ぶ
さ
な
い
為
に

緊
急
提
言

緊
急
提
言

あ
な
た
の
店
を

　
　
　
　つ
ぶ
さ
な
い
為
に

　
去
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
経
営
講
習
会
に
ご

登
壇
い
た
だ
い
た
、
元
理
事
長
、
長
嶋
宗
廣
氏

に
改
め
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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令
和
七
年
三
月
十
三
日
に
名
古
屋
市
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
食
中
毒
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
食
中
毒
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
以
下
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
手
洗
い
の
徹
底

二�

　
食
品
の
十
分
な
加
熱

　（�

特
に
、
二
枚
貝
等
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
汚
染
の
恐
れ
の

あ
る
食
品
の
場
合
は
、
中
心
温
度
が
八
十
五
℃
か

ら
九
十
℃
で
九
十
秒
間
以
上
）

三�

　
調
理
器
具
な
ど
の
十
分
な
洗
浄
・
消
毒

四�

　
調
理
す
る
人
の
体
調
管
理

　（�

下
痢
や
嘔
吐
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
調
理
を
行

わ
な
い
な
ど
）

五�

　
嘔
吐
物
な
ど
の
適
切
な
処
理

　
な
ど
、
日
頃
か
ら
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

日
時

：

令
和
七
年

　
　
　
一
月
二
十
一
日（
水
）

　
　
　�

午
後
三
時
〜

場
所

：�

メ
ル
キ
ュ
ー
ル
京

都
宮
津
リ
ゾ
ー

ト
＆
ス
パ

—
—

—
—

—
—

—
—

Ⅰ
　
審
議
事
項

　
議
事
録
署
名
人

　
　
高
須
副
理
事
長

　
　
橋
本
副
理
事
長

　
　
大
嶋
副
理
事
長

一�

　
令
和
七
年
度
行
事
予

定
の
件

　
令
和
七
年
度
行
事

　
資
料
参
照

二�

　
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
会
議
「
静
岡
県
大
会
」

　（
犬
飼
理
事
長
）

　
令
和
七
年
三
月
五
日
に

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者

「
静
岡
県
会
議
」
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

場
所
　
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア

静
岡

日
時
　
令
和
七
年
三
月
五

日
（
水
）

受
付
　
十
二
時
〜
十
四
時

式
典
　
十
四
時
〜
十
五
時

講
習
会
等
　
十
五
時
〜
十

七
時

懇
親
会
　
十
八
時
〜

会
費
　
一
万
七
千
円
（
日

帰
り
）

交
通
費
　
往
復
一
万
二
九

四
〇
円
（
名
古
屋
〜
静
岡

往
復
・
新
幹
線
指
定
席
）

—
—

—
—

—
—

—
—

Ⅱ
　
報
告
事
項

一
　
事
業
部
よ
り

　
販
促
物
の
取
扱
い
に
つ

い
て

節
分
丸
か
ぶ
り
す
し
箱

（
一
本
用
七
十
円
・
ハ
ー

フ
用
五
十
円
）

＊
ご
注
文
・
お
問
合
せ
は

組
合
本
部
迄

電
話
〇
五
二
―
八
八
八
―

九
〇
〇
七

二�

　
全
国
す
し
連
火
災
共

助
会
の
件

　
来
年
度
も
継
続
し
て
お

願
い
し
ま
す
。（
年
間
千

円
一
店
）

　
令
和
七
年
度
最
初
の
賦

課
金
と
一
緒
に
請
求
書
を

送
付
し
ま
す
。

三�

　
令
和
七
年
度
各
部
事

業
計
画
（
予
定
）
策
定

に
つ
い
て

　
様
式
を
部
長
宛
送
付
し

ま
す
。

　
二
月
中
に
行
事
予
定
、

事
業
予
算
計
画
を
策
定
し

て
、
本
部
ま
で
提
出
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

四�

　
令
和
七
年
度
節
分
に

つ
い
て

　
令
和
七
年
の
節
分
は
二

月
二
日
（
日
）
に
な
り
ま

す
。

�

（
事
務
局
）

●
出
典
と
し
て
　
名
古
屋
市
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
簡
易
版
よ
り

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
警
報
発
令

一
月
定
例
理
事
会

●
令
和
七
年
度
総
会
の
お
知
ら
せ

日
時
　
令
和
七
年
五
月
二
十
八
日
（
水
）
十
三
時
〜

場
所
　
木
曽
路
瓦
町
店
　
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
新

栄
一
丁
目
二
十
七
ー
十
七

●
全
す
し
連
福
井
県
大
会
に
つ
い
て

　
全
す
し
連
福
井
県
大
会
は
諸
事
情
に
よ
り
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

●
永
年
勤
続
表
彰
の
お
知
ら
せ

　
今
年
の
総
会
で
永
年
勤
続
表
彰
を
行
い
ま
す
。
該

当
者
が
い
る
店
舗
は
各
支
部
に
申
請
用
紙
を
送
り
ま

す
の
で
記
入
し
て
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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① 爪を切り、時計・指輪等を 

はずす。石けん・ペーパー 

タオルを準備する。 

 
②水で手をぬらし、石けんをつ 

けて手のひらをよくこする。 

 
③手の甲を伸ばすようにこす

る。 

 
④指先・爪の間を念入りにこす 

る。 

 
⑤指の間を洗う。 

 
⑥親指と手のひらをねじり洗い 

 する。 

 
⑦手首も忘れずに洗う。 

 
⑧十分に水で流す。 

 

 
⑨ペーパータオルでふきとっ

て、よく乾かす。 

予防対策１  手洗い 

１ ２ ３ 

◆調理作業開始前やトイレに行った後などは②から⑧までを 2 回くりかえし 

ましょう。 

◆手洗い後に、アルコールスプレーや逆性石けんで消毒を行いましょう。 

◆手洗い後に調理する際は使い捨て手袋をし、手から食品を汚染しないよう 

にしましょう。  

９ ８ ７ 

 Check!!②   ふん便、吐物 の中のノロウイルス  

 ノロウイルスに感染しているときには、ふん便 1ｇ中に 1 万～100 億個のウイルス が、

吐物１ｍｌ中に 1０万～1 億個のウイルス が排出されます。 

また、ノロウイルス感染後、症状がなくなってからも、２週間から長いときは１か月半に

わたってウイルスが排出される場合があります。 

 Check!!③   ノロウイルス食中毒注意報・警報を発令します  

冬季には感染性胃腸炎が流行し、ノロウイルス食中毒が多発する傾向があります。 

名古屋市では、ノロウイルスによる食中毒の発生が予想される場合に「ノロウイルス食

中毒注意報・警報」を発令し、注意喚起を行っています。 

４ ５ ６ 

２ ３ １ 
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 名古屋市ではノロウイルスによる食中毒が数多く発生しています。 

 近年は、ノロウイルスに感染した調理従事者が食品を汚染したと考えら

れる事例や、ふん便や吐物などに触れた職員等を介して二次感染する事例

が増えています。 

 ノロウイルスは、「食品から人」や「人から人」等の経路で感染が広が

っていきます。感染しても症状が出るとは限らないので、症状がなくても

食品を汚染しないように注意が必要です。 

 

ノロウイルスの感染経路 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Check!!①   症状出ない感染者も  

ノロウイルスに感染しても、症状が出ない人 

もいます。 

厚生労働省の調査では、ノロウイルス食中毒 

の発生原因として、調理従事者（特に、症状が 

無い従事者）による食品汚染が最も多いことが 

明らかとなっています。 

 症状がないと、無自覚にノロウイルス汚染を 

広げる可能性があるため、調理や配膳などに携 

わる人は、たとえ症状がなくても手洗いなどを 

徹底し、食中毒予防に心がけてください。 

ノロウイルス対策マニュアル（簡易版） 

 
要注意 

要注意 

要注意 

二枚貝等 

人（調理従事者） 

食品 

食事 

ふん便・ 

吐物の 

不適切な 

処理 

発症 

河川・海 

ふん便・ 

吐物 

平成 28 年度厚生労働省審議会資料 

ノロウイルス食中毒の発生原因 

（平成 28 年自治体の食中毒報告書より） 

発生原因の 約 80%が調理従事者によるもの！！ 

食品由来 

11% 
調理従事者（症状有） 

による二次汚染 25% 

調理従事者（症状無） 

による二次汚染 55% 

調理従事者 

（症状不明） 

による二次 

汚染 2% 

不明 

7% 
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ノロウイルスに感染した状態で調理をすると、食中毒が 

 発生する危険性があります!! 
◆ 体調・衛生チェック表を活用して 異異 常常 がが ああ るる とと きき はは 調調 理理 しし なな いいように

しましょう。 

◆ また、症状がなくなっても手洗いを徹底したうえで 使使 いい 捨捨 てて 手手 袋袋 をを   

着着 用用して作業を行いましょう。（ノロウイルスに感染すると、 ２２ 週週 間間

かか らら １１ かか 月月 半半 程程 度度ウイルスが排泄されることがあります。） 

 

 《ノロウイルスに感染したときの症状》  

◆ 潜伏期間は、およそ２４～４８時間です。  

◆ 主な症状は、下痢、おう吐、腹痛、吐き気です。発熱を伴う 

ことがあり、かぜやインフルエンザの症状に似ています。 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食品の場合、中心部まで十分に（特に、二枚貝等ノロウイルス

汚染のおそれのある食品の場合は 85～90℃で 90 秒間以上）

加熱することが大切です。 

加熱調理  

調理器具や設備には次亜塩素酸ナトリウムによる消毒が有効です。 

消毒  

予防対策２  従事者の健康管理 

予防対策３  ノロウイルスの感染力を失わせる 

注意事項 

・消毒液を作る時や使う時は手袋を着用し、換気を行いましょう。 

・作った消毒液にはラベルを貼り、誤飲しないようにしましょう。 

・次亜塩素酸ナトリウムは漂白やさびさせる作用があるので、器具・設備を消毒し

た後は、水洗いや水ぶきをしましょう。 

・日の当たらない場所に保管して、早めに使い切りましょう。 

 

創 業 融 資
事業計画作成支援（5万円〜）

まずはお電話ください！

税理士　中小企業認定支援機関

後藤会計事務所
名古屋市北区柳原一丁目17番15号

TEL 052-508-7006
http://www.keiri-nagoya.com

http://www.yuushi-nagoya.com

http://www.yusekkei.com/

 

TEL：052-262-7741 

FAX：052-261-4825 

名古屋市中区栄5-16-18 

〒460-008 

株式会社タニグチ商店 

すし用玉子焼、おぼろ 

 

さしみ溜・てり溜・

食酢等調味料

酒類全般取り扱い

株式会社

ヤマヤ醤油店
【配送エリア】

東海３県（一部を除く）

〒455-0021
名古屋市港区木場町2-16

TEL 052-694-3111

気軽にお電話下さい
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令
和
七
年
二
月
十
二
日

水
曜
日
　
岡
崎
市
民
会
館

に
て
岡
崎
鮨
商
組
合
第
六

十
七
回
定
時
総
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
組
合
員
十
一
件
の
内
七

件
出
席
の
、
こ
じ
ん
ま
り

し
た
総
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
総
会
の
次
第
も
で
す

が
、
そ
の
他
の
話
題
で
意

見
が
飛
び
交
い
今
後
の
組

合
の
あ
り
方
や
カ
ー
ド
決

済
に
つ
い
て
な
ど
話
が
尽

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
木
曽
路
さ

ん
に
て
懇
親
会
が
あ
り
、

豊
田
の
和
食
展
に
行
っ
て

消
防
署
で
防
災
の
体
験
に

行
き
た
い
ね
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
日
に
ち
を
合
わ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
年
会
の
い
う
名
の
飲

み
会
も
あ
っ
た
よ
う
で
、

特
別
参
加
の
料
理
屋
さ
ん

も
寿
司
組
合
に
入
り
た
い

と
申
し
出
が
あ
り
、
組
合

員
が
増
え
て
賑
や
か
に
な

り
そ
う
な
岡
崎
で
す
。

　
今
年
は
久
々
に
寒
い
冬

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ど
う
や
ら
温
暖

化
の
仕
業
だ
そ
う
で
す

ね
。

　
夏
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
大

雪
、
大
寒
波
。

　
地
球
が
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
の
か
も
。

　
言
わ
ず
も
が
な
、
寿
司

屋
の
仕
入
れ
に
も
影
響
が

出
て
き
て
ま
す
。

　
で
き
れ
ば
お
客
様
に
ご

負
担
を
か
け
た
く
は
な
い

の
で
す
が
、
商
売
維
持
の

た
め
に
は
致
し
方
が
な
い

と
こ
ろ
。

　
さ
ら
に
美
味
し
い
お
寿

司
、
サ
ー
ビ
ス
で
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

�

も

　
二
月
十
九
日
に
木
曽
路

名
駅
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｉ
ビ
ル
店
に

て
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
カ
レ
ン

ダ
ー
委
員
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
前
回
の
委
員
会
の
意
見

を
踏
ま
え
、
詳
細
を
意
見

交
換
。
先
日
の
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
に
て

大
ま
か
な
デ
ザ
イ
ン
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
も

多
く
の
ご
購
入
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
カ
レ
ン
ダ
ー
委
員
会
）

岡
崎
支
部
便
り

す
し
標し

る
べ

カ
レ
ン
ダ
ー
委
員
会
を
実
施






















 １月21日（火）	 新春懇親会・持出理事会

	 （メルキュール京都宮津リゾート＆スパ）

 １月22日（水）	 新春懇親会（京都　天橋立）

 ２月４日（水）	 全すし連執行部役員会（東京新宿京王プラザホテル）

 ２月19日（水）	 中部ブロック会　カレンダー委員会

	 （木曽路IMAIビル店）

 ３月５日（水）	 執行部会（ホテルアソシア静岡）

 ３月５日（水）	 中部ブロック代表者「静岡県会議」

	 （ホテルアソシア静岡）

 ３月11日（火）	 全国すし連理事会（東京新宿京王プラザホテル）

令和７年１月〜３月 ── 組 合 日 誌 ──


































理事会開催日　原則15日〜19日（火）（水）（木）とする。

《注》�①都合により変更することがあります。②各委員会は、理事会前に開催して

ください。③常務理事会は、必要の都度開催します。④本部行事予定日には、

各支部の行事・催事は極力避けてください。⑤理事会は支部長ないし理事が

都合が悪い場合は、代理者を出してください。

令和７年度行事予定表

年月日 執行部会・理事会・組合行事

令和７年３月19日（水） 理事会（ウインクあいち1104会議室）

４月２日（水） 執行部会（すし組合事務所）

４月30日（水） 執行部会（すし組合事務所）

４月 編集部会（すし組合事務所）

５月７日（水） 執行部会（すし組合事務所）

５月21日（水） 理事会（ウインクあいち1102会議室）

５月28日（水） 総会（木曽路瓦町店）

６月４日（水） 執行部会（すし組合事務所）

６月 編集部会（すし組合事務所）

７月２日（水） 執行部会（すし組合事務所）

７月 中部ブロック理事会

７月16日（水） 理事会（ウインクあいち1301会議室）

８月６日（水） 執行部会（すし組合事務所）

８月 編集部会（すし組合事務所）

９月３日（水） 執行部会（すし組合事務所）

９月17日（水） 理事会（ウインクあいち1102会議室）

９月 親睦ゴルフ大会（品野台カントリークラブ）

10月１日（水） 執行部会（すし組合事務所）

10月 編集部会（すし組合事務所）

11月５日（水） 執行部会（すし組合事務所）

11月19日（水） 理事会（ウインクあいち1102会議室）

11月 中部ブロック会カレンダー委員会

12月３日（水） 執行部会（すし組合事務所）

12月 編集部会（すし組合事務所）

令和８年１月７日（水） 執行部会（すし組合事務所）

１月20日（火）
理事会（会場未定）

新春懇親会（会場未定）

２月４日（水） 執行部会（すし組合事務所）

２月 編集部会（すし組合事務所）

３月４日（水） 執行部会（すし組合事務所）

３月18日（水） 理事会（会場未定）

３月 中部ブロック代表者会議（会場未定）

食
器
全
般
・
メ
ニ
ュ
ー
創
り

寿
司
カ
ウ
ン
タ
ー
・
厨
房
機
器
・
店
鋪
設
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ー
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（
株
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愛知すし商生活衛生同業組合は

詳しくは下記フリーダイヤルへ
お問い合わせください。

ティアでの
葬儀が

と提携しています。

0120-549401
24時間・365日対応
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名
港
印
刷
株
式
会
社

ホームページ・
ネットショップ制作管理!

補助金を利用してWebサイト・
ネットショップを出来るだけご
負担の少ない形で制作します。

手数料無料QR決済端末や
経 費 削 減 の ご 提 案 も !

464-0083 名古屋市千種区

北千種1-4-10 kiwi C号

TEL 052−722−0808

担当：武藤・森口まで

株式会社 ZOS


